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大
津
皇
子

｢臨
終

1
絶
｣
と
陳
後
壬

｢臨
行
詩
｣

金

文

戻

一

は

じ

め

に

日
本
最
古
の
漢
詩
集

『懐
風
藻
』
に
載
せ
る
大
津
皇
子
の

｢臨
終

一
絶
｣
と
き
わ
め
て
頬
似
し
た
詩
が
､
中
国
及
び
朝
鮮
の
複
数
の
人
物
の

｢臨
刑
詩
｣
と
し
て
､
十
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
見
え
る
不
思
議
に
つ
い
て
は
､
す
で
に
小
島
憲
之
､
演
政
博
司
の
両

(-)

氏
に
よ
る
研
究
が
あ
り
'
筆
者
も
ま
た
両
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
資
料
の
他
に
､
元
代
の
雑
劇
の
用
例
な
ど
を
補

っ
た
論
考
を
寄
表
し
た
こ
と
が
あ

(2)
る
｡
し
か
し
前
稿
で
は
紙
幅
の
制
約
の
た
め
､
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
と
な
る
大
津
皇
子
と
陣
後
主
の
詩
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
に
論
じ
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
｡
そ
こ
で
こ
こ
に
稿
を
改
め
て
､
両
者
の
関
係
を
更
に
検
討
し
､
こ
れ
ら

一
連
の
類
似
作
が
､
は
た
し
て
日
本
の
大
津
皇
子

の
作
が
中
国
に
侍
播
し
た
結
果
な
の
か
､
そ
れ
と
も
原
作
は
や
は
り
中
国
の
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題
に
封
し
て
､
よ
り
明
確
な
答
え
を
導
き

出
す
こ
と
に
し
た
い
｡

ま
ず
は
行
論
の
都
合
上
'
前
稿
と
重
な
る
が
'

一
連
の

｢臨
刑
詩
｣
を
出
接
文
献
の
時
代
順
に
次
に
列
挙
す
る
｡
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大
津
皇
子

(六
六
三
-
六
八
六
)
｢臨
終

l
絶
｣

『懐
風
藻
』
(七
五
一
)

金
烏
臨
西
舎

-
鼓
馨
催
短
命
｡
泉
路
無
賓
主

-
此
夕
誰

(
一
作
離
)
家
向
｡

(3)

陳
後
去

(五
五
三
-
六
〇
四
)
詩

樺
智
光
撰

『浮
名
玄
論
略
述
』
巻

一
本

(八
世
紀
中
葉
)

鼓
馨
推

(催
)
命
役

(短
?
)
-
日
光
向
西
斜

｡
黄
泉
無
客
主

-
今
夜
向
誰
家

｡

(4)

五
代

･
江
馬

｢臨
刑
詩
｣

宋

･
陶
岳

『五
代
史
補
』
巻
五

(
1
〇
一
二
)､
又
明

･
胡
震
亨

『唐
音
統
茶
』
戊
寄
金
七
六
七
､
『全
唐
詩
』

巷
七
四

一

徳

(『全
唐
詩
』
誤
作
街
)
鼓
倭
人
急

-
西
傾
日
欲
斜
｡

黄
泉
無
旅
店

-
今
夜
宿
誰
家

｡

(5)

元
雑
劇

｢静
仁
貴
衣
錦
還
郷
｣
四
折

[豆
葉
葺
]
曲

『元
刊
薙
劇
三
十
種
』
(十
四
世
紀
中
葉
)

黄
泉
無
旅
店
家

-
晩
天
今
夜
宿
在
誰
家

｡

(･D)

明

･
孫
葦

(?
-
一
三
九
三
)
｢臨
刑
詩
｣

『西
奄
集
』
巻
七

(十
五
世
紀
初
)

竃
鼓
三
馨
急

-
西
山
日
又
斜
｡
責
泉
無
客
舎

-
今
夜
宿
誰
家

｡
(7)

南
戯

『小
孫
屠
』
第
十
九
駒

[香
柳
娘
]
曲

『永
楽
大
典
戯
文
三
種
』
(十
五
世
紀
初
)

黄
泉
無
旅
店

-
今
夜
宿
誰
家
｡

11･)

朝
鮮

･
成
三
間

(
一
四
一
八
-
五
六
)
｢臨
刑
詩
｣

『死
六
臣
文
集
』
所
引

『稗
官
雑
記
』
(
一
五
三
八
)

撃
鼓
催
人
命

-
回
看
日
欲
斜
｡

葺
泉
無

一
店

-
今
夜
宿
誰
家

｡

『水
耕
侍
』
(容
輿
堂
本
)
第
八
回

(十
七
世
紀
前
半
)

寓
里
葺
泉
無
旅
店

-
三
魂
今
夜
落
誰
家

｡

(r=･)

葉
徳
輝

二
八
六
四
-

一
九
二
七
)
｢臨
刑
詩
｣

周
作
人

｢孫
葦
絶
命
詩
｣
(
一
九
三
五
)
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慢
措
三
通
鼓

-
西
望
夕
陽
斜
｡
葺
泉
無
客
店

-
今
夜
宿
誰
家
｡

(10)

10

金
聖
嘆

(
一
六
〇
七
-
六
1
)
｢臨
刑
詩
｣

伍
倣

｢
日
本
之
漢
詩
｣
(
l
九
五
五
)

御
鼓
丁
東
急

-
西
山
日
又
斜
｡
責
泉
無
客
合

-
今
夜
宿
誰
家
｡

｢〓｣

11

戴
名
世

(
一
六
五
三
-
一
七
一
三
)
｢臨
刑
詩
｣
『安
微
歴
史
上
科
学
技
術
創
造
番
明
家
小
樽
』
(
一
九
五
九
)

戦
鼓
冬
冬
響

-
西
山
日
己
斜
｡

黄
泉
無
客
舎

-
今
夜
宿
誰
家

｡

右
の
譜
作
の
う
ち
､
陳
後
主
､
成
三
間
､
葉
徳
輝
､
金
聖
嘆
､
戴
名
世
の
も
の
は
､
所
接
の
文
献
が
信
悪
性
を
開
き
､
ま
た
苫
人
の
文
集
に

も
記
載
が
な
い
た
め
､
侶
託
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
､
大
津
皇
子
､
江
馬
､
孫
葦
に
つ
い
て
は
､

一
般
に
は
本
人
の
作
品
と
認
め
ら

れ
て
い
る
｡
元
雑
劇
､
戯
文
､
『水
耕
侍
』
の
用
例
は
､
こ
の
詩
が
中
国
元
明
代
に
お
い
て
す
で
に
成
語
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
｡

さ
て
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
､
こ
れ
ら

一
連
の
作
品
の
う
ち
､
-
陳
後
王
詩
以
下
は
､
第

一
句
で
鼓
馨
'
第
二
句
で
斜
陽
､
第
三
句
で

葺
泉
に
旅
店
の
な
い
こ
と
､
第
四
句
で
今
夜
の
宿
の
な
い
不
安
を
言
い
'
ま
た

｢斜

･
家
｣
二
字
で
押
韻
す
る
鮎
す
べ
て
共
通
し
て
お
り
､
相

違
は
個
別
の
字
句
に
と
ど
ま
る
｡
同

一
の
詩
の
ヴ
ァ
-
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
に
封
し
て
-
大
津
皇
子

｢臨
終

一
絶
｣

は
､
第

一
句
が
斜
陽
'
第
二
句
が
鼓
馨
と
順
序
が
他
と
逆
で
あ
り
､
押
韻
も

｢命

･
向
｣
の
二
字
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
二
字
は
厳
密
に
は
押

韻
字
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
､
少
な
-
と
も
こ
の
詩
を
書
い
た
常
人
は
こ
れ
で
韻
を
踏
ん
だ
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
､
す
で
に
前
稿

で
述
べ
た
｡

日
中
朝
三
園
に
わ
た
り
八
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
及
ぶ
長
い
期
間
に
､
こ
れ
だ
け
の
似
た
詩
が
存
在
す
る
の
は
､
到
底
偶
然
と
は
考
え
ら
れ

ず
､
必
ず
や
侍
播
摸
倣
の
結
果
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
｡
と
す
れ
ば

一
部
の
人
々
が
説
-
よ
う
に
'
時
期
的
に
最
も
早
い
と
考
え
ら
れ
る
大
津

皇
子
の
作
が
中
国
に
侍
わ
り
､
や
や
形
を
撃

見
て
そ
の
他
の
作
品
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
前
稿
で
は
こ
れ
に
封
し
て
否
定
的
な
見
解
を
述
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べ
た
が
'
そ
の
論
接
を
十
分
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡

Co

こ
の
間
題
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
鍵
と
な
る
の
は
､
時
期
的
に
大
津
皇
子
の
詩
と
ほ
ぼ
同
じ
く
､
ま
た
詩
と
し
て
は
江
馬
以
下
の
中

畑

図

･
朝
鮮
の
諸
作
に
よ
り
類
似
し
て
い
る
陳
後
主
の
詩
が
､
大
津
皇
子
の
詩
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
次

に
章
を
改
め
て
'
い
わ
ゆ
る
陳
後
主
の
詩
を
検
討
し
て
み
た
い
｡

二

陳
後
壬
の

｢臨
行
詩
｣

に

つ
い
て

奈
良
時
代
の
僧
'
智
光
撰

『浮
名
玄
論
略
述
』
に
陣
後
主
の
作
と
し
て
､
大
津
皇
子
の
詩
と
同
様
の
詩
を
載
せ
る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
さ
れ

｢rij)

た
の
は
､
小
島
憲
之
氏
で
あ
っ
た
｡
た
だ
し
氏
は
'
そ
れ
以
上
の
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
｡

あす
か
べのこほり

かみ
のすぐり

智
光
は
河
内
園

安

宿

郡

の

人
､
俗
姓
は
鋤
田
連
'
後
に

上

村

主

に
改
め
る
｡
そ
の
侍
は
､
『元
亨
樺
書
』
巻
二
､
『本
朝
高
僧
博
』
巻
四
な
ど

に
あ
り
､
ま
た

『扶
桑
略
記
』
巻
四

(天
平
十
七
年
1
月
)､
『
日
本
憂
異
記
』
巷
中
-
七
､
『今
昔
物
語
集
』
巻
十

1
-
二
な
ど
に
は
､
彼
と
行
基

に
ま
つ
わ
る
説
話
が
見
え
て
い
る
｡
奈
良
元
興
寺
の
智
戒
よ
り
三
論
の
教
え
を
受
け
た
奈
良
時
代
の
名
僧
の
一
人
で
､
『浮
名
玄
論
略
述
』
四
番

の
他
､
『般
若
心
経
述
義
記
』

一
巻
､
『大
般
若
経
疏
』
二
十
巻
､
『法
華
玄
論
略
述
』
五
巷
､
『中
論
疏
記
』
三
食
な
ど
多
数
の
著
作
が
あ
り
､

う
ち

『浮
名
玄
論
略
述
』
と

『般
若
心
経
述
義
記
』
が
侍
存
し
て
い
る
｡

『浮
名
玄
論
略
述
』
は
､
三
論
宗
の
高
僧
､
階
の
吉
戒

(五
四
九
I
六
二
三
)
の
著

『浮
名
玄
論
』
に
封
す
る
注
樺
で
あ
る
｡
問
題
の
陳
後
壬
の

詩
は
､
晴
の
文
帝
が
陳
を
滅
ぼ
し
､
昔
時
建
康

(南
京
)
に
い
た
吉
戒
を
長
安
に
呼
び
寄
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
注
の
中
に
見
え
て
い
る
｡
以
下

に
関
連
部
分
を
引
用
す
る
｡
(
)
内
は
筆
者
が
改
め
た
字
で
あ
る
｡
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如
有
侍
日
‥
後
周
終
王
競
少
帝
開
｡
婿
諸
大
夫
京

(享
)
把
先
廟
｡
掌
客
之
臣
楊
堅
有
二
美
女
輿

l
男
､
男
是
楊
光
也
｡
堅
使
此
二
女
琴

腸
上
帝
｡
帝
感
於
二
女
好
色
､
即
敏
之
日
､
｢欲
納
其
女
弟
耳
｣｡
堅
乃
戯
之
｡
析
納
此
女
而
棄
先
妃
､
寵
愛
甚
重
｡
経
乎
三
年
､
女
啓
帝

日
､
｢欲
見
父
蔦
｣｡
乃
詔
'
｢莫
過
三
日
蹄
失
｣｡
女
退
語
父
'
｢欲
帝
位
乎
｣｡
父
日
､
｢若
似
朝
花
､

一
日
得
耳
｣｡
女
日
､
｢欲
蘭
鋳
刀
｣｡

逐
畳
靴
裏
両
人
宮
中
｡
帝
善
非
違
約
､
甚
薦
講
柴
而
臥
o
女
以
錆
刀
密
刺
帝
頚
､
乃
出
赦
日
､
｢楊
堅
入
官
､
因
寵
愛
女
而
譲
位
於
堅
実
｣｡

堅
乃
施

(旋
?
)
行
云
､
｢威
憲
去
可
去
､
用
可
用
｣｡
不
知
所
以
然
之
､
忽
行
此
事
｡
己
獲
天
下
､
群
臣
皆
服
､
無
敢
出
異
言
者
｡
窮
治
商

機
､
其
勢
亦
爾
｡
-

中
略
-

凡
陳
合
五
壬
三
十
二
年
､
従
大
将
軍
陳
覇
先
至
叔
賓
｡
叔
賓
在
位
八
年
'
以
己
酉
年
正
月
篤
晴
楊
堅
所
威

(滅
)｡叔
賓
之
臣
戟
妙
貴
､
其

妻
析
美
､
王
聞
感
念
､
乃
任
景
以
将
軍
､
居
成
障
之
南
境
｡
而
集

(?
)
其
妻
納
於
宮
中
｡
景
乃
言
'
｢成
境
有
限
､
無
所
奈
何
｡
心
雄
甚

悔
､
今
無
所
馬
｣｡
逐
生
坂
逆
､
使
人
告
隔
朝
日
､
｢叔
賓
無
義
夫
道
､
虐
悪
甚
之
｣｡
堅
固

(故
)
作
色
而
怒
日
､
｢天
授
不
取
､
還
受
殊
耳
｣｡

乃
以
楊
光
薦
大
将
軍
'
率
諸
兵
卒
'
度
江
伐
陳
｡
臨
寄
之
日
､
堅
語
光
等
､
｢股
間
其
吉
戒
者
善
達
法
門
､
宜
申
誠
心
要
請
之
｡
至
今
伐
干

陳
､
岩
鼻
其
地
平
｡
良
由
有
道
之
王

(圭
?
)
耳
｣｡
以
域
鎖
輿
鼓

(舵
?
)
横
島
浮
梁
而
度
津
､
景
前
導
而
伐
之
｡
逐
年
其
城
而
囚
執
叔
賓

舛
子
｡
光
乃
中
堅
意
確

(?
)
請
｡
大
師
撫
嘆
而
鷹
之
｡
既
己
､
還
干
長
安
夫
｡
賓
賓
路
詠
日
､
｢謝
矧
楓
.笥

矧
刊ル固
矧

矧
勢

｡｣
及
度
□
津
至
梁
上
､
賓
詠
日
'
｢間
道
長
安
路
､
今
年
過
□
津
｡
請
問
浮
梁
上
､
度
幾
失
郷
人
｡｣

速
至
於
隔
｡
諸
家
大
人
看
之
感
慕
｡
章
子
入
官
､
堅
便

(倭
)
馬
詠
｡
詠
日
､
｢年
少
未
敢
書
､
口
詠
借
上
草
o
生
虞
非
不
高
､
但
恨
逢
霜

早

(早
)｣
｡
又
作
詠
日
､
｢野
林
無
大
小
､
山
花
色
井
鮮
｡
唯
有
権
折
枝
､
猪
自
不
知
春
｡｣

(奄

一
本
)

侍
あ
り
て
日
う
が
如
し

(?
)
‥
後
周
の
終
王
は
少
帝
閲
と
競
す
｡
諸
大
夫
を
ひ
き
い
て
先
廟
に
享
配
す
｡
掌
客
の
臣
楊
聖
に
二
美
女
と

一
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男
あ
り
､
男
は
楊
光
な
り
｡
聖
は
こ
の
二
女
を
し
て
腸
を
挙
げ
帝
に
上
ら
し
む
｡
帝
は
二
女
の
好
色
に
感
じ
､
即
ち
こ
れ
に
赦
し
て
日
く
､

ハU

｢
そ
の
女
弟
を
納
め
ん
と
す
｣
と
｡
聖
は
乃
ち
こ
れ
を
戯
ず
｡
よ
り
て
こ
の
女
を
納
め
先
妃
を
棄
て
､
寵
愛
甚
だ
重
し
｡
三
年
を
経
て
､
女
は

乃

帝
に
啓
し
て
日
-
､
｢父
を
見
る
こ
と
を
欲
す
｣
と
｡
乃
ち
詔
す
､
｢三
日
を
過
ぎ
ず
し
て
締
れ
｣
と
｡
女
退
き
て
父
に
語
る
に
､
｢帝
位
を
欲

す
る
か
｣
と
｡
父
日
-
､
｢朝
花
に
似
た
る
が
若
し
､

一
日
得
る
の
み
｣
と
｡
女
日
-
､
｢錆
刀
を
斎
さ
ん
と
欲
す
｣
と
｡
速
に
靴
裏
に
置
き

て
宮
中
に
入
る
｡
帝
は
違
約
せ
ざ
る
を
善
し
と
し
､
甚
だ
講
柴
を
な
し
て
臥
せ
り
｡
女
は
括
刀
を
以
て
密
か
に
帝
の
頚
を
刺
し
､
乃
ち
出
で

て
赦
し
て
日
-
､
｢楊
堅
は
宮
に
入
れ
､
女
を
寵
愛
せ
L
に
因
り
て
位
を
聖
に
譲
ら
ん
｣
と
｡
堅
は
乃
ち
た
ち
ま
ち

(?
)
行
き
て
云
う
､
｢威

惹
去
る
は
去
る
べ
-
'
用
い
る
は
用
い
る
べ
し
｣
と
｡
こ
れ
を
然
り
と
す
る
所
以
を
知
ら
ず
､
忽
ち
こ
の
事
を
行
え
り
｡
己
に
天
下
を
獲
て
'

群
臣
み
な
服
し
､
敢
え
て
異
言
を
出
す
者
な
し
｡
窮
ら
寓
機
を
治
む
､
そ
の
勢
ま
た
し
か
り
｡
-

中
略
-

凡
そ
陳
は
合
わ
せ
て
五
主
三
十
二
年
'
大
将
軍
の
陳
覇
先
よ
り
叔
賓
に
至
る
｡
叔
賓
位
に
在
る
こ
と
八
年
､
己
酉
年

(五
八
九
)
正
月
を

以
っ
て
階
の
楊
堅
の
滅
す
と
こ
ろ
と
な
る
｡
叔
賓
の
臣
妙
景
と
戟
す
る
も
の
あ
り
､
そ
の
妻
折
美
､
王
聞
き
て
感
念
す
｡
乃
ち
景
を
任
ず
る

に
将
軍
を
以
て
し
､
階
を
成
る
の
南
境
に
居
ら
し
む
｡
し
か
し
て
そ
の
妻
を
集
め

(?
)
宮
中
に
納
む
｡
景
乃
ち
言
う
'
｢境
を
成
る
に
限
り

あ
り
､
奈
何
と
す
る
と
こ
ろ
な
し
｡
心
に
甚
だ
悔
ゆ
る
と
い
え
ど
も
､
今
は
な
す
と
こ
ろ
な
し
｣
と
｡
速
に
叛
逆
を
生
じ
､
人
を
し
て
隔
朝

に
告
げ
し
め
て
冒
-
､
｢叔
賓
は
義
な
-
道
を
失
い
､
虐
意
甚
だ
し
｣
と
｡
堅
は
こ
と
さ
ら
に
色
を
作
し
怒
り
て
日
く
､
｢天
授
く
る
に
取
ら

ざ
る
は
'
か
え
っ
て
殊
を
受
-
る
の
み
｣
と
｡
乃
ち
楊
光
を
以
て
大
将
軍
と
な
し
､
諸
兵
卒
を
率
い
'
江
を
度
り
て
陳
を
伐
て
り
｡
饗
す
る

に
臨
む
の
日
､
堅
は
光
等
に
語
る
'
｢朕
聞
-
に
そ
れ
吉
戒
な
る
者
は
善
-
法
門
に
達
す
と
'
宜
し
-
誠
心
を
申
べ
て
こ
れ
を
要
請
す
べ
し
｡

今
に
至
り
て
陳
を
伐
つ
は
､
豊
に
そ
の
地
を
貴
ら
ん
か
｡
ま
こ
と
に
有
道
の
王

(主
?
)
に
由
る
の
み
｣
と
｡
繊
鎖
と
鼓

(舵
?
)
を
以
て
擢
り

に
浮
梁
を
な
し
て
□
津
を
度
り
､
貴
は
前
導
し
て
こ
れ
を
伐
つ
.
速
に
そ
の
城
養
卒
ら
げ
叡
智
舛
び
に
子
を
囚
執
す
｡
光
は
乃
ち
聖
の
意
確

-
論
う
を
申
ぶ
｡
大
師
は
撫
嘆
し
て
こ
れ
に
鷹
ず
｡
既
に
し
て
長
安
に
還
れ
り
｡
賓
は
路
を
蓉
す
る
に
詠
み
て
日
く
､
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鼓
馨
命
の
短
さ

(?
)
を
催
し

日
光
西
に
向
い
て
斜
め
な
り

芸
泉
に
客
主
な
-

今
夜
誰
が
家
に
向
わ
ん

□
津
を
度
り
梁
上
に
至
る
に
及
ん
で
'
賓
詠
じ
て
日
-
'

き

長
安
の
路
を
間
道
け
る
に

今
年
□
津
を
過
ぐ

請
問
す
浮
梁
の
上

幾
た
り
の
失
郷
の
人
の
度
る

速
に
階
に
至
れ
り
｡
諸
家
の
大
人
こ
れ
を
看
て
感
慕
す
｡
賓
の
子
宮
に
入
る
に
､
堅
は
詠
を
な
さ
し
む
｡
詠
じ
て
日
-
､

年
少
い
ま
だ
敢
え
て
書
か
ず

口
に
借
上
の
草
を
詠
む

生
い
し
虞
高
か
ら
ざ
る
に
非
ず

但
だ
霜
に
逢
う
こ
と
早
さ
を
怨
む

ま
た
詠
を
作
し
て
日
-
､

野
林
大
小
と
な
-

山
花
は
色
舛
び
に
鮮
か
な
り

た
だ
榛
り
そ
め
に
枝
を
折
る
も
の
あ
り

191
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192

ひ

と

猪

自

り
春
を
知
ら
ず

右
は
要
す
る
に
､
北
周
と
陳
の
滅
亡
に
ま
つ
わ
る

1
種
の
侍
説
で
あ
ろ
う
｡
ま
ず
北
周
に
つ
い
て
は
､
最
後
の
帝
､
少
帝
閲
が
後
に
晴
の
文

帝
と
な
る
楊
堅
の
女
を
見
染
め
､
そ
の
次
女
を
妃
に
納
れ
寵
愛
し
た
が
'
女
は
少
帝
を
刺
殺
し
て
､
父
の
楊
堅
を
帝
位
に
つ
け
た
と
い
う
話
｡

次
に
陳
に
つ
い
て
は
､
後
主
陳
叔
賓
が
臣
下
の
妙
景
な
る
者
の
妻
を
見
染
め
､
妙
景
を
国
境
警
備
に
追
い
や
っ
て
そ
の
妻
を
奪

っ
た
た
め
､
妙

岩
は
晴
に
寝
返
り
､
そ
の
先
導
と
な
っ
て
陳
を
滅
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
｡
い
ず
れ
も
史
害
に
な
い
虚
構
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
｡
た

だ
し
こ
こ
で
は
大
師
吉
戒
が
建
康
か
ら
長
安
へ
移

っ
た
こ
と
の
背
景
を
説
明
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
お
り
､
本
論
が
問
題
と
す
る
詩
を
含
む

陳
後
壬
と
そ
の
子
の
計
四
首
の
詩
は
'
い
わ
ば
そ
の
つ
い
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
詩
も
言
う
ま
で
も
な
く
償
託
で
あ
る
｡
陳
後
王

の
詩
は
建
康
を
費
す
る
に
富

っ
て
詠
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
､
こ
こ
で
は
か
り
に

｢臨
行
詩
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
｡

3ーFE

『浮
名
玄
論
略
述
』
の
撰
述
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
智
戒
の
現
存
す
る
も
う

1
つ
の
著
作
で
あ
る

『般
若
心
経
述
義
』
の
序
に
､

然
自
志
学
至
干
天
卒
勝
賓
四
年
'
合
三
十
箇
年
｡

と
あ
り
､
天
平
勝
賓
四
年

(七
五
二
)
に
智
戒
が
四
十
五
歳
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
｡
『浮
名
玄
論
略
述
』
も
だ
い
た
い
そ
の
前
後
の
作
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
七
五

一
年
成
立
の

『懐
風
藻
』
と

『浮
名
玄
論
略
述
』
は
､
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
で
あ
り
､
大
津
皇
子
､
陳

後
主
二
人
の
詩
は
'
こ
の
時
期
に
並
び
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡

さ
て
こ
の
二
人
の
詩
の
先
後
関
係
は
'
も
し
両
者
が
共
に
真
作
で
あ
れ
ば
､
陳
が
亡
ん
だ
の
は
五
八
九
年
､
大
津
皇
子
の
刑
死
は
六
八
六
年

で
あ
る
か
ら
､
問
題
な
-
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
な
が
ら
陳
後
主
の
詩
は
明
ら
か
に
後
人
の
償
託
で
あ
り
､
大
津
皇
子
の
詩
に
つ
い

て
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
｡

大
津
皇
子
の
節
世
の
作
と
し
て
は
､
『懐
風
藻
』
に
載
せ
る
漢
詩
の
他
に
､
次
の
和
歌
が

『寓
葉
集
』
巷
三

｢挽
歌
｣
に
見
え
て
い
る
｡
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み

ま

か

い

わ

れ

つ
つ
み

な
み
だ

大
津
皇
子
､
被

死

ら
し
め
ら
ゆ
る
時
､
磐

飴

の
池
の

被

に

し
て

疎

を

流
し
て
作
り
ま
L
L
御
歌

一
首

も
も
づ
た
ふ
磐
飴
の
池
に
鳴
-
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
障
り
な
む

と
こ
ろ
で
こ
の
歌
の
最
後
の

｢雲
陰
り
な
む
｣
は
､
『常
葉
集
』
の
他
の
用
例
か
ら
し
て
､
貴
人
の
死
を
指
す
言
葉
で
あ
り
､
自
分
の
死
に
つ

(14)

い
て
用
い
る
の
は
不
適
首
で
あ
る
た
め
､
こ
の
歌
は
後
人
の
偏
託
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ

る

｡

も
し
和
歌
が
償
託
で
あ
る
な
ら
ば
､
漢

詩
に
つ
い
て
も
富
然
同
じ
疑
い
が
も
た
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
し
た
が
っ
て
確
害
な
こ
と
は
､
八
世
紀
中
葉
の
日
本
に
､
大
津
皇
子

｢臨
終

一
絶
｣

と
陳
後
主

｢臨
行
詩
｣
と
い
う
互
い
に
内
容
の
よ
-
似
た
､
た
だ
し
叙
述
の
順
序
や
押
韻
字
が
異
な
る
二
つ
の
詩
が
同
時
に
存
在
し
て
い
た
と

い
う
事
案
の
み
と
な
る
｡

も
し
陳
後
主
の
詩
が
日
本
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
､
日
本
の
詩
が
江
馬
以
下
の
中
国
の

｢臨
刑
詩
｣
に
影
響
を
あ
た
え
た
可
能
性
は
さ

ら
に
高
ま
る
で
あ
ろ
う
｡
陳
後
主
の
詩
は
大
津
皇
子
の
作
よ
り
も
'
中
国
の

｢臨
刑
詩
｣
に
よ
り
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡
逆
に
陳
後
主
の
詩

が
中
国
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
､
そ
れ
と
大
津
皇
子
の
詩
と
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
｡

次
に
章
を
改
め
て
､
陳
後
壬

｢臨
行
詩
｣
を
含
む

『浮
名
玄
論
略
述
』
の
説
話
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
｡

三

『浮
名
玄
論
略
述
』
所
侍
説
話
の
性
格

『浮
名
玄
論
略
述
』
の
北
周
､
陳
滅
亡
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
説
話
は
､
あ
る

｢侍
｣
を
引
用
す
る
と
い
う
形
で
語
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の

｢樽
｣

の
文
章
に
は
抄
寓
翻
刻
の
際
の
誤
記
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
､
そ
れ
を
差
し
引
い
て
考
え
て
も
､
そ
の
生
温
な
文
健
は
到
底
中

S3一′ユ

国
人
の
書
い
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
特
に
楊
堅
の
子
の
楊
虞
､
す
な
わ
ち
後
の
晴
の
爆
帝
を
､
楊
光
と
表
記
す
る
の
は
､
中
国
人
な
ら
ば
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決
し
て
犯
か
し
得
な
い
誤
り
で
あ
る
｡
こ
の

｢侍
｣
は
日
本
人
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
あ
る
い
は
嘗
時
の
国
際
関
係
か

J.

ら
し
て
､
百
済
や
新
羅
な
ど
の
朝
鮮
牛
島
の
入
関
､
乃
至
は
そ
こ
か
ら
日
本
へ
の
渡
来
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
｡

〟

し
か
し
な
が
ら
こ
の

｢侍
｣
が
中
国
人
の
書
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
'
そ
の
内
容
ま
で
も
が
中
国
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味

し
な
い
で
あ
ろ
う
｡
中
国
の
文
献
が
日
本
や
朝
鮮
半
島
で
リ
ラ
イ
ト
さ
れ
る
か
､
ま
た
は
日
本
､
朝
鮮
牛
島
か
ら
中
国
に
渡

っ
た
者
が
'
昔
時

の
所
間
を
記
録
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
｡

｢侍
｣
の
語
る
二
つ
の
説
話
は
､
も
と
よ
り
虚
構
で
あ
る
が
､
か
と
い
っ
て
歴
史
事
茸
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
｡
ま
ず
北
周
滅
亡
の
説
話
に

つ
い
て
言
え
ば
､
楊
堅
は
た
し
か
に
北
周
の
外
戚
で
あ
っ
た
｡
た
だ
し
そ
の
女
が
嫁
い
だ
相
手
は
､
少
帝

(『周
書
』
な
ど
の
史
書
で
は
静
帝
と
い
う
)

閲
で
は
な
-
へ
そ
の
父
の
宣
帝
で
あ
る
｡
そ
し
て
宣
帝
は
､
史
書
に
よ
れ
ば

l
種
の
暴
君
で
'
臣
下
を
み
だ
り
に
課
致
し
'
た
め
に

｢内
外
恐

催
し
､
人
自
ら
安
ん
ぜ
ず
｣
(『周
書
』
巷
七
｢宣
帝
紀
｣)
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
帝
が
病
に
伏
す
と
､
臣
下
の
劉
防
ら
が
詔
を
矯

っ
て
楊
堅
を
輔
政
と

し
た
が
､
皇
后
楊
氏
は
そ
れ
を
聞
い
て
､
｢心
甚
だ
悦
ぶ
｣
(『周
書
』
巻
九
｢宣
帝
楊
皇
后
博
｣)
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
が
楊
氏
が
帝
を
試
た
と
い
う
話
の

生
ま
れ
た
い
わ
ば
背
景
で
あ
ろ
う
｡

次
に
陳
の
滅
亡
に
つ
い
て
は
､
さ
ら
に
明
確
な
背
景
を
史
書
の
中
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
周
知
の
如
く
陳
後
主
'
陳
叔
賓
は
､
史
上
有

名
な
風
流
天
子
で
あ
っ
た
｡
『南
史
』
巷
六
十
七

｢粛
摩
討
侍
｣
に

｢後
主
は
摩
封
の
妻
と
通
じ
､
故
に
摩
封
は
勤
兵
八
千
を
領
す
る
も
､
初
め

よ
り
戦
意
な
し
｣
と
見
え
､
後
王
が
配
下
の
有
力
な
将
軍
で
あ
っ
た
粛
摩
封
の
妻
と
密
通
し
た
た
め
､
そ
れ
を
知

っ
た
粛
摩
封
は
封
隔
戦
へ
の

意
欲
を
失

っ
た
こ
と
を
記
す
｡
粛
摩
詞
は
晴
に
寝
返
っ
た
の
で
は
な
い
が
､
｢初
め
よ
り
戦
意
な
し
｣
と
い
う
の
は
そ
れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
｡
こ

の
粛
摩
詞
が

｢侍
｣
に
述
べ
る
妙
景
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
た
だ
し
こ
の
話
が
は
た
し
て
史
寅
か
ど
う
か
に
は
'
や
や
疑
問
が

あ
る
｡
と
い
う
の
も

『南
史
』
に
見
え
る
こ
の
記
述
が
､
『南
史
』
が
参
照
し
た
は
ず
の

『陳
書
』
の

｢粛
摩
討
侍
｣
の
方
に
は
見
え
な
い
か
ら

で
あ
る
｡
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清

･
趨
巽
の

『廿
二
史
劉
記
』
が
､
｢南
史
は
陳
書
に
於
て
甚
だ
し
-
は
増
別
せ
ず
｣
(奄
十
一
)
と
つ
と
に
指
摘
す
る
よ
う
に
､
繭
書
の
内
容

は
大
同
小
異
で
あ
る
｡
し
か
し
そ
れ
で
も
異
同
が
全
-
な
い
わ
け
で
は
な
-
､
現
に
趨
巽
は

『陳
書
』
に
は
な
-

『南
史
』
が
増
補
し
た
例
と

し
て
､
ま
ず
第

一
に

｢粛
摩
討
侍
｣
で
､
陳
が
敗
れ
た
後
､
隔
婿
の
賀
若
弼
が
粛
摩
封
の
頚
に
刀
を
富
て
た
と
こ
ろ
､
着
は
顔
色
ひ
と
つ
襲
え

な
か
っ
た
の
で
'
樺
し
て
躍
遇
し
た
と
い
う
話
柄
を
挙
げ
て
い
る
｡
粛
摩
封
の
妻
と
後
壬
と
の
こ
と
に
つ
い
て
趨
巽
は
言
及
し
て
い
な
い
が
､

と
も
か
く

『南
史
』
の

｢粛
摩
討
博
｣
は

『陳
書
』
に
比
べ
て
幾
分
の
増
補
が
あ
る
の
で
あ
る
｡
で
は

『南
史
』
の
撰
者
､
李
延
毒
は
い
っ
た

い
何
に
よ
っ
て
､
こ
れ
ら
の
記
述
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

中
華
書
局
標
鮎
本

『南
史
』
の
出
版
説
明
は
､
李
延
毒
の
自
序
に
よ
っ
て
､
そ
れ
を
物
語
性
と
口
語
性
の
強
い
昔
時
の
雅
文
､
｢小
説
短
書
｣

ち

の
類
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
｡
李
延
毒
の

｢上
南
北
史
表
｣
(『全
唐
文
』
巻
一
五
四
)
に
､
｢小
説
短
書
は
産
落
し
易
-
､
腕
し
或
い
は
残
滅

す
れ
ば
､
求
勘
す
る
も

一
と
す
る
所
無
し
｣
と
言
う
の
は
､
李
延
毒
が
そ
の
よ
う
な
資
料
を
少
な
-
と
も
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
ろ
う
｡

｢粛
摩
討
侍
｣
で
李
延
毒
が
補
っ
た
二
つ
の
事
が
ら
､
す
な
わ
ち
粛
摩
封
の
妻
と
陳
後
主
と
の
関
係
'
そ
れ
に
彼
が
刀
を
頚
に
つ
き
つ
け
ら
れ
て

も
毅
然
と
し
て
い
た
と
い
う
の
は
､
な
る
ほ
ど

｢小
説
短
書
｣
の
話
柄
に
相
鷹
し
い
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
で
は
李
延
毒
が
用
い
た
で
あ
ろ
う

｢小

説
短
書
｣
的
な
資
料
を
あ
る
程
度
具
髄
的
に
特
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
｡

『障
害
』
｢経
籍
志
｣
の
史
部

･
膏
事
類
に

『開
業
卒
陳
記
』
二
十
巷
が
著
録
さ
れ
て
い
る
｡
開
業
と
は
､
障
文
帝
の
年
競
､
閑
里
と
煩
帝
の

年
競
､
大
業
を
合
わ
せ
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
書
物
は

『新

･
奮
唐
書
』
の

｢経
籍
志

･
重
文
志
｣
で
は
共
に
雅
史
類
に
分
類
さ
れ

(餐

叫順爪

数
は
十
二
雀
と
す
る
)､
撰
者
は
北
斉
､
隔
､
唐
の
三
朝
に
仕
え
た
装
矩

(五
四
六
-
六
二
七
)
と
さ
れ
る
｡
書
名
､
そ
れ
に
雅
史
に
分
類
さ
れ
た
鮎

か
ら
考
え
て
､
そ
の
内
容
は
陳
滅
亡
昔
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
逸
事
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
｡
『奮
唐
書
』
巻
六
十
三

｢裳
矩
侍
｣
に
よ
る

と
､
彼
は
博
学
を
も
っ
て
早
-
よ
り
名
を
知
ら
れ
'
陳
を
伐
つ
役
に
際
し
て
は
元
師
記
室
､
す
な
わ
ち
纏
指
令
官
の
書
記
と
し
て
従
軍
し
､
陳

9丁⊥

が
平
定
さ
れ
る
と
暫
壬
贋

(後
の
場
帝
)
の
命
に
よ
り
､
高
穎
と
共
に
陳
の
国
籍
を
接
収
し
た
と
い
う
｡
つ
ま
り
蓑
矩
は
陳
滅
亡
時
の
あ
り
さ
ま
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を
葦
地
に
見
聞
し
､
か
つ
陳
の
宮
廷
に
威
さ
れ
た
資
料
を
利
用
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
た
だ
し
陳
滅
亡
に
際
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
は
､
た
だ
ち
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
､
『開
業
卒
陳
記
』
は
壬
に
裳
矩
の
見
聞
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
で
あ
ろ

う
｡
｢蓑
矩
侍
｣
は
､
｢開
業
卒
陳
記
十
二
巷
を
摸
し
､
代
に
行
わ
る
｣
と
述
べ
て
お
り
､
こ
の
書
物
は
昔
時
ひ
ろ
く
謹
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
｡

李
延
毒
は
苫
然
そ
れ
を
見
た
で
あ
ろ
う
｡
『開
業
卒
陳
記
』
は
す
で
に
逸
書
の
た
め
確
認
す
る
こ
と
は
む
ろ
ん
で
き
な
い
が
､
李
延
毒
が
『南
史
』

の

｢甫
摩
討
侍
｣
に
お
い
て
先
の
二
つ
の
事
柄
を
補
う
に
際
し
用
い
た
の
は
､
あ
る
い
は
こ
の
書
物
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
｡

こ
の
鮎
を
さ
ら
に
考
え
る
た
め
､
次
に

『開
業
卒
陳
記
』
に
つ
い
て
も
う
少
し
述
べ
て
み
た
い
｡
な
お

『南
史
』
が
記
す
粛
摩
封
の
妻
と
後

主
と
の
関
係
が
､
も
し

『開
業
卒
陳
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
'
撰
者
装
矩
の
閲
歴
か
ら
考
え
て
､
そ
れ
は
あ
る
い
は
事
案
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
｡
『陳
書
』
が
そ
の
こ
と
を
書
か
な
か
っ
た
の
は
､
撰
者
の
桃
寮
が
も
と
陳
の
秘
書
監
で
あ
っ
た
た
め
､
奮
主
の
た
め
に
憤

っ

た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
｡
真
相
は
も
と
よ
り
確
認
不
可
能
で
あ
り
'
ま
た
そ
れ
は
本
稿
の
目
的
で
も
な
い
が
'
た
と
え
そ
れ
が
事
賓
で
あ
っ
た

に
せ
よ
､
あ
る
種
の
博
聞
と
し
て
虞
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
'
や
は
り

『開
業
卒
陳
記
』
の
性
格
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
す
る
｡
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四

『開
業
卒
陳
記
』
に
み
え
る
陳
後
主
の
詩

『開
業
卒
陳
記
』
は
残
念
な
が
ら
今
日
侍
わ
ら
な
い
が
､
そ
の
逸
文
と
覚
し
き
も
の
が
幸
い
に
も
残
さ
れ
て
い
る
｡
元

･
陶
宗
儀
編

『説
邪
』

(明
抄
本
に
揺
る
排
印
本
)
巻
四
十
五
に
収
め
る

『卒
陳
記
』

一
巻
が
そ
れ
で
あ
る
｡
そ
の
内
容
を
見
る
と
'
陳
滅
亡
に
ま
つ
わ
る
妖
異
や
詩
誠
､

童
謡
が
大
半
を
占
め
､
博
聞
的
あ
る
い
は
小
説
的
と
言
っ
て
も
よ
い
性
格
が
き
わ
め
て
強
い
｡
王
朝
滅
亡
に
こ
の
種
の
話
題
は
つ
き
も
の
で
あ

る
が
､
長
ら
く
績
い
た
南
北
の
分
裂
が
終
り
統

一
王
朝
が
出
現
し
た
昔
時
に
お
い
て
は
､
こ
と
の
ほ
か
多
-
の
風
聞
が
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
-
な
い
｡
ま
し
て
主
役
は
､
希
代
の
風
流
天
子
､
寵
妃
の
張
麗
筆
と
の
閲
に
有
名
な

｢玉
樹
後
庭
花
｣
の
詩
を
は
じ
め
数
々
の
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話
題
を
侍
え
る
陳
後
主
で
あ
る
｡

こ
の

『説
邪
』
本

『卒
陳
記
』
の
中
で
､
本
稿
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
､
｢沈
后
詩
｣
と
題
す
る
次
の
記
事
で
あ
る
｡

其
皇
后
沈
氏
者
､
望
察
侯
君
理
之
女
也
｡
以
張
貴
妃
樺
寵
､
動
経
半
年
不
得

一
徹
｡
陳
主
嘗
至
沈
后
虞
､
暫
入
即
還
｡
謂
后
日
､
何
不
留

我
也
｡
沈
后
薦
詩
目
､
誰
道
不
相
憶
､
見
罷
便
成
蓋
｡
情
知
不
肯
任
'
教
我
若
馬
留
｡

そ
の
皇
后
沈
氏
な
る
者
は
､
望
察
侯
君
理
の
女
な
り
｡
張
貴
妃
寵
を
擢
す
る
を
以
て
､
や
や
も
す
れ
ば
牛
年
を
綴
る
も

一
た
び
も
御
せ
ら

る
る
を
得
ず
｡
陳
主
か
つ
て
沈
后
の
庭
に
至
り
､
暫
-
入
り
て
即
ち
還
る
｡
后
に
謂
い
て
日
-
'
何
ぞ
我
を
留
め
ざ
る
や
と
｡
沈
后
詩
を
つ

く
り
て
日
く
､

誰
が
相
憶
わ
ず
と
い
わ
ん

見
れ
ば
す
な
わ
ち
蓋
を
成
す

こ
こ
ろ
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
を
知
れ
ば

我
を
し
て
い
か
で
は
留
め
し
め
ん

と
こ
ろ
で
元

･
林
坤
の
『誠
哲
雑
記
』
(『津
逮
秘
書
』
政
)
巻
下
に
は
'
右
と
ほ
と
ん
ど
同
文
が
出
典
を
記
さ
ず
に
引
用
さ
れ
て
い
る
｡
そ
し
て

そ
こ
で
は
､
｢卒
陳
記
｣
で
の

｢何
ぞ
我
を
留
め
ざ
る
や
｣

と
い
う
陳
後
主
の
言
葉
が
､
次
の
よ
う
な
詩
に
な
っ
て
い
る
｡

留
人
不
留
人

不
留
人
也
去

人
を
留
め
る
や
人
を
留
め
ざ
る
や

人
を
留
め
ざ
る
も
ま
た
去
ら
ん

197
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此
虞
不
留
入

日
有
留
人
虞

此
の
廃
人
を
留
め
ざ
る
も

自
ず
と
人
を
留
め
る
虞
あ
り

198

し
た
が
っ
て
先
の
沈
后
の
詩
は
､
こ
の
陳
後
主
の
詩
に
封
す
る
答
詩
と
な
っ
て
お
り
､
両
者
比
較
す
る
と
､
『卒
陳
記
』
の
方
は
陳
後
壬
の
詩

を
省
略
し
た
も
の
と
思
え
る
の
で
あ
る
｡
な
お
明

･
褐
惟
納
編

『詩
紀
』
巻

一
〇
八
の
陳
後
王
の
項
は
､
『卒
陳
録
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
､
右

の
二
つ
の
詩
を
各
々

｢戯
膳
沈
后
｣
｢答
後
圭
｣
と
題
し
収
め
て
い
る
｡
『卒
陳
録
』
は

『卒
陳
記
』
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡

こ
の

『卒
陳
記
』
に
見
え
る
陳
後
主
と
沈
后
の
詩
が
､
は
た
し
て
唐
初
の
蓑
矩
の
原
著
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
あ
り
､
後
世
の
償

託
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
､
し
か
し
そ
れ
な
り
に
由
来
の
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
'
詩
の
一
部
が
別
の
書
物
に
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
確
め
得
る
｡

右
の
陳
後
主
の
詩
の
後
牛
､
す
な
わ
ち

｢此
虞
不
留
人
､
自
有
留
入
鹿
｣
の
二
句
は
､
賓
は
は
な
は
だ
人
口
に
胎
灸
し
た
も
の
で
あ
っ
て
､

唐

･
顔
師
古
の
撰
と
侍
え
る

『大
業
拾
遺
記
』
(別
名
『隔
遥
線
』)
巻
上
に
､
｢此
虞
不
留
償
､
合
有
留
償
虞
｣
と
､
｢人
｣
を

｢債
｣
に
襲
え
た
か

た
ち
で
見
え
て
い
る
｡
た
だ
し
そ
こ
で
の
こ
の
二
句
は
'
陳
後
壬
の
作
で
は
な
く
､
後
主
の
寵
妃
､
張
麗
筆
が
語
っ
た
階
の
楊
帝
の
作
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
『大
業
拾
遺
記
』
が
顔
師
古
の
著
で
は
な
-
後
人
の
償
託
で
あ
る
こ
と
は
､
す
で
に

『
四
庫
提
要
』
巻

l
四
三
小
説
家
類

存
目
が
'
北
宋

･
王
得
臣
の

『塵
史
』
及
び
南
宋
初
の
挑
寛

『西
渓
叢
語
』
に
擦
り
つ
つ
折
じ
て
い
る
｡
し
か
し
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
お
そ
く
と

も
末
代
に
は
そ
の
書
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
｡
今
､
南
宋
末
の
叢
書

『百
川
撃
海
』
に
収
め
る

『隔
追
録
』
巻
上
よ
り
､
関
連
個
所

を
引
用
す
る
｡
こ
と
は
煩
帝
が
贋
陵

(揚
州
)
に
遊
び
､
快
惚
の
閲
に
陳
後
王
と
張
麗
筆
に
遇
っ
た
と
い
う
小
説
的
設
定
で
の
問
答
と
し
て
見
え

る
｡
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麗
華
拝
､
求
帝

三
早
､
帝
僻
以
不
能
｡
麗
筆
笑
日
､
｢嘗
聞
此
虞
不
留
債
､
合
有
留
償
虞
｡
安
可
言
不
能
.｣
帝
強
貧
乏
操
触
日
､
｢鬼
面
無

多
事
､
聞
名
爾
許
時
｡
坐
来
生
百
姫
､
書
簡
好
相
知
｡｣
麗
筆
捧
詩
､
轟
然
不
博
｡

麗
筆
拝
し
､
(場
)
帝
に
一
章
を
求
む
､
帝
僻
す
る
に
能
わ
ざ
る
を
以
て
す
｡
麗
筆
笑
い
て
日
く
､
｢か
つ
て
聞
く
､
此
の
虞
わ
れ
を
留
め
ざ

る
も
t
か
な
ら
ず
わ
れ
を
留
む
る
庭
あ
り
と
｡
い
ず
-
ん
ぞ
能
わ
ず
と
言
う
ぺ
け
ん
や
｣
と
｡
帝
強
い
て
こ
れ
が
た
め
に
紙
を
操
り
て
日
く
､

｢面
を
見
れ
ば
多
事
な
し
､
名
を
聞
-
こ
と
か
-
ば
か
り
の
時
な
る
に
｡
坐
乗
百
娠
生
ず
､
寅
に
箇
の
好
き
相
知
｣
と
｡
麗
筆
詩
を
捧
じ
て
､

頻
然
と
惇
ば
ず
｡

要
す
る
に
張
麗
筆
が
爆
帝
の
琶
作
の
二
句
を
引
い
て
､
爆
帝
に
む
り
や
り
詩
を
作
ら
せ
た
と
い
う
内
容
で
､
や
は
り

一
種
の
問
答
形
式
で
あ

り
か
つ
話
語
を
伴
う
鮎
が
､
陣
後
壬
と
沈
后
の
場
合
に
似
て
い
よ
う
｡
煩
希
の
詩
の
第
三
句
は
､
こ
の
前
に
張
麗
筆
が
帝
の
求
め
に
鷹
じ
､
立
っ

て

｢玉
樹
後
庭
花
｣
を
舞
っ
た
の
が
､
す
で
に

｢往
時
の
姿
態
無
き
｣
こ
と
を
か
ら
か
っ
た
も
の
で
'
麗
筆
が
詩
を
見
て
よ
ろ
こ
ぼ
な
か
っ
た

の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
｡
『隔
追
録
』
に
は
､
こ
の
よ
う
な
妃
境
と
場
帝
あ
る
い
は
陳
後
主
と
の
や
り
と
り
及
び
そ
の
際
の
詩
が
多
数
見
え
て

い
る
｡
鳩
惟
訴

『詩
紀
』
が
､
｢按
ず
る
に
小
説
家
裁
す
る
と
こ
ろ
の
後
主
と
腸
帝
の
諸
詩
は
､
蔚
多
-
類
せ
ず
'
そ
れ
後
人
の
依
託
た
る
こ
と

疑
い
な
し
｣
と
言
う
の
は
､
主
に
こ
の
書
を
念
頭
に
置
い
て
の
聾
吉
で
あ
ろ
う
｡

｢此
庭
不
留
人
､
自
有
留
人
庭
｣
の
二
句
は
､
さ
ら
に
近
世
の
戯
曲
小
説
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
見
え
て
い
る
｡
た
と
え
ば
元
明
聞
無
名
氏
の

｢施
仁
義
劉
弘
嫁
蝉
｣
雑
劇

(『艦
望
館
砂
校
本
』)
第

一
折
の
王
秀
才
の
せ
り
ふ
に
､

便
好
道
此
庭
不
留
人
'
自
有
留
水
庭
､
頓
､
是
留
人
虞
｡

｢.i:I

よ
-
言
う
じ
ゃ
な
い
か
､
此
の
庭
人
を
留
め
ざ
れ
ば
､
自
ず
と
水
を
留
め
る
虞
､
お
っ
と
ち
が
っ
た
､
人
を
留
め
る
庭
あ
り
と
な
｡
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と
あ
る
よ
う
に
､
こ
の
語
は
す
で
に
成
語
化
し
て
お
り
'
賓
は
現
在
の
口
語
で
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

ハU

陳
後
主
と
沈
后
の
問
答
詩
及
び
そ
れ
に
類
す
る
諸
作
を
'
『浮
名
玄
論
略
述
』
の
陳
後
主
と
そ
の
子
の
詩
と
比
較
す
る
と
､
い
く
つ
か
の
共
通

〟

鮎
が
浮
か
び
あ
が
る
｡

ま
ず
第

一
に
､
ど
ち
ら
も
五
言
四
句
と
詩
型
が
共
通
し
て
お
り
､
か
つ
平
易
な
口
語
的
表
現
を
用
い
た
鮎
も
似
て
い
る
｡
次
に
作
者
に
擬
せ

ら
れ
る
人
物
が
複
数
で
あ
る
鮎
が
指
摘
で
き
る
｡
『浮
名
玄
論
略
述
』
の
陳
後
王

｢臨
行
詩
｣
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
｢戯
胎
沈
后
｣

詩
の
後
半
二
首
は
'
既
述
の
如
-

『大
業
拾
遺
記
』
で
は
や
や
形
を
襲
え
て
楊
帝
の
詩
と
さ
れ
て
い
る
し
､
ま
た
同
じ
く

『大
業
拾
遺
記
』
に

見
え
る
陳
後
王
の
小
寓
詩
は
､
『西
渓
叢
語
』
(『津
逮
秘
書
』
収
)
に
よ
れ
ば
､
膚
の
方
城
の
詩
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
作
者
の
不
定
性
は
､
こ
れ

ら
の
詩
の
説
話
的
な
性
格
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
｡
第
三
に
､
第
二
の
鮎
と
関
連
し
て
､
こ
れ
ら
の
詩
の
l
部
が
元
曲
や

『水
耕
侍
』
な
ど
の
戯

曲
小
説
に
用
い
ら
れ
､
成
語
化
し
て
い
る
鮎
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
れ
は
作
者
の
不
定
性
が
さ
ら
に
進
ん
で
無
名
化
し
た
も
の
と
見
な

し
う
る
｡

さ
ら
に

『卒
陳
記
』
『大
業
拾
遺
記
』
に
見
え
る
後
主
と
煩
帝
の
詩
は
､
問
答
髄
乃
至
は
あ
る
特
定
の
場
で
の
求
め
に
鷹
じ
た
即
興
の
作
で
あ

る
鮎
に
特
徴
が
あ
る
が
､
『浮
名
玄
論
略
述
』
で
の
後
主
の
子
の

｢年
少
未
敢
書
｣
と

｢野
林
無
大
小
｣
で
各
々
始
ま
る
二
首
も
､
や
は
り
階
の

宮
廷
に
お
い
て
文
帝
の
命
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
即
興
の
作
で
あ
っ
た
｡
こ
の
二
首
の
作
ら
れ
た
状
況
及
び
そ
の
内
容
は
､
た
と
え
ば
有
名
な
曹

植
の
｢七
歩
詩
｣
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
ろ
う
｡
後
主
の
二
百
の
｢臨
行
詩
｣

は
そ
の
よ
う
な
設
定
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
､
｢今
夜
向
誰
家
｣

｢請
問
浮
梁
上
｣
と
､
ど
ち
ら
も
問
い
か
け
に
な
っ
て
い
る
鮎
を
考
え
れ
ば
､
あ
る
い
は
も
と
は
問
答
形
式
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡

｢黄
泉
無
客
主
｣
の
句
の

｢客
主
｣
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
に
も
解
れ
る
が
､
こ
の
語
も
や
は
り
元
来
は
客
主
の
問
答
を
暗
示
し
て
い
た
と
も
考

え
う
る
｡
『漢
書
』
聾
文
志
に

｢客
主
賦
｣
を
収
め
る
よ
う
に
､
｢客
主
｣
は
問
答
を
連
想
し
や
す
い
語
で
あ
る
｡
問
答
健
の
詩
に
古
-
か
ら
物

語
的
な
性
格
が
濃
い
こ
と
は
､
李
陵
､
蘇
武
の
詩
や

『遊
仙
窟
』
な
ど
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
｡
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む
ろ
ん
両
者
に
は
相
違
鮎
も
あ
る
｡
『卒
陳
記
』
『大
業
拾
遺
記
』
の
詩
が
お
お
む
ね
卒
L<
を
整
え
た
絶
句
髄
で
あ
る
の
に
封
し
､
『浮
名
玄
論

略
述
』
の
詩
は
卒
抗
の
整
わ
な
い
古
詩
で
あ
る
鮎
は
最
も
大
き
な
相
違
で
あ
る
｡
こ
の
鮎
か
ら
考
え
る
と
､
『浮
名
玄
論
略
述
』
の
詩
の
方
が
'

唐
初
の

『開
業
卒
陳
記
』
の
内
容
と
し
て
は
む
し
ろ
想
鷹
し
い
で
あ
ろ
う
｡
確
か
な
こ
と
は
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
が
､
『浮
名
玄
論
略
述
』
の

話
が
あ
る
程
度
史
賓
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
､
そ
の
内
容
及
び
詩
は
､
陳
滅
亡
後
の
江
南
地
方
で
聾
生
し
た
侍
説
を
反
映
し
て
い

る
と
見
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
｡
そ
し
て
昔
時
の
朝
鮮
牛
島
､
日
本
は
中
国
文
化
を
受
け
入
れ
て
い
ま
だ
日
が
蔑
-
'
こ
の
よ
う
な
侍
説
や

詩
を
生
み
出
す
状
況
も
､
ま
た
必
要
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
も
う

一
つ
の
傍
護
が
あ
る
｡

五

『中
論
疏
記
』
所
引
の

『淡
海
記
』
に
つ
い
て

＼.--.I

『浮
名
玄
論
略
述
』
の
北
周
滅
亡
に
つ
い
て
の
博
説
と
全
-
同
じ
記
述
が
'
卒
安
時
代
の
僧
､
樺
安
燈
の
『中
論
疏
記
』
(八
〇
六
年
成
書
)
金
三

3雌E

に
引
く

『淡
海
記
』
な
る
書
物
に
も
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
､
や
は
り
小
島
憲
三
氏
に
指
摘
が
あ
る
｡
『淡
海
記
』
の
著
者
は
'
大
友
皇
子
の

W肥刑

曾
孫
で
､
『唐
大
和
尚
東
征
侍
』
の
撰
者
で
も
あ
る
奈
良
朝
随

一
の
知
識
人
､
淡
海
三
船
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
淡
海
三
船
は
ま
た

『懐

風
藻
』
の
編
者
と
し
て
も
､
最
も
有
力
硯
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
｡

『中
論
疏
記
』
は
随
所
に
こ
の

『淡
海
記
』
を
引
用
す
る
が
､
中
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
｡

淡
海
記
云
､
仲
尼
輿
十
弟
子
去
於
陳
図
説
躍
義
時
､
衆
人
不
受
'
即
成
葉
蘭

(陳
?
)
虞

(伝
?
)､
時
飢
可
死
之
｡
爾
時
有

l
人
､
其
形
被

鎧
｡
子
路
走
出
､
打
即
成
死
大
魚
｡
此
魚
食
時
､
臣
諌
日
､
｢不
義
食
之
｡｣
孔
子
日
､
｢是
時
不
以
助
身
｡｣
故
云
賢
聖
定
業
不
得
脆
也
｡

又
論
語
第
五
金
子
竿
篇
'
｢子
畏
於
匡
､
日
'
文
王
既
没
､
文
不
在
玄
乎
｡｣
邸
玄
日
､
｢匡
人
誤
園
夫
子
'
以
薦
陽
虎
｡
陽
虎
嘗
暴
於
匡
人
｡
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夫
子
弟
子
魁
額
､
時
又
輿
虎
行
｡
後
角
夫
子
御
､
至
匡
｡
匡
人
相
輿
識
魁
､
夫
子
容
貌
輿
虎
相
似
､
故
匡
人
以
兵
両
国
之
.

ウム

『淡
海
記
』
に
云
う
､
仲
尼
'
十
弟
子
と
陳
園
に
去
き
躍
義
を
説
き
し
時
､
衆
人
受
け
ず
'
即
ち
葉
蘭

(陳
?
)
の
虞

(厄
?
)
を
成
す
｡
時

即

に
飢
え
て
死
す
べ
し
｡
こ
の
時

一
人
あ
り
､
そ
の
形
鎧
を
被
る
｡
子
路
走
り
出
で
､
打
て
ば
即
ち
死
せ
る
大
魚
と
成
る
｡
此
の
魚
を
食
べ
し

時
､
臣
諌
め
て
目
上

｢不
義
に
し
て
こ
れ
を
食
す
｣
と
｡
孔
子
日
-
､
｢
こ
の
時
以
て
身
を
助
け
ざ
る
や
｣
と
｡
故
に
云
う
､
貿
聖
の
定
業

は
腕
る
る
を
得
ざ
る
な
り
と
｡

又

『論
語
』
第
五
金
子
軍
篇
に
'
｢子
匡
に
畏
れ
日
-
､
文
王
既
に
没
す
､
文
蕊
に
在
ら
ず
や
｣
と
｡
鄭
玄
日
く
'
｢匡
人
誤
り
て
夫
子
を

囲
み
､
以
て
陽
虎
と
な
す
｡
陽
虎
か
つ
て
匡
人
に
暴
す
｡
夫
子
の
弟
子
魁
額
､
時
に
又
虎
と
行
き
､
後
に
夫
子
の
御
た
り
て
'
巨
に
至
る
｡

匡
人
相
と
も
に
魁
を
識
り
､
夫
子
の
容
貌
虎
と
相
似
る
､
故
に
匡
人
兵
を
以
て
こ
れ
を
囲
む
｣
と
｡

右
の
引
用
前
車
の

『淡
海
記
』
の
文
章
に
は
お
そ
ら
-
誤
字
が
相
嘗
あ
り
､
ま
た
日
本
語
風
の
語
順
の
部
分
も
あ
っ
て
､
正
確
な
意
味
を
捕

捉
し
難
い
が
､
要
は
孔
子
と
そ
の
弟
子
が
所
謂
陳
寮
の
厄
に
際
し
､
突
然
現
れ
て
子
路
に
殺
さ
れ
た
男
が
化
し
た
魚
の
肉
を
食
べ
､
飢
え
を
免

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
奇
妙
な
話
は
そ
の
奇
妙
な
文
髄
と
相
侯
っ
て
､
そ
れ
が
日
本
で
勝
手
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う

3Ⅶ爪

印
象
を
あ
た
え
よ
う
が
'
賓
は
そ
う
で
は
な
い
｡
次
に
引
-
干
賓

『捜
紳

記

』

巻
十
九
の
記
事
は
'
右
と
同
じ
話
で
あ
る
｡

孔
子
厄
於
陳
､
絃
歌
於
館
中
｡
夜
有

一
人
､
長
九
尺
飴
､
著
宅
衣
高
冠
､
大
蛇
､
馨
動
左
右
｡
子
貢
進
問
､
｢何
人
邪
｡｣
便
提
子
貢
而
挟

之
｡
子
路
引
出
､
輿
戦
於
庭
｡
有
頃
､
未
勝
｡
孔
子
察
之
､
見
其
甲
車
閲
時
時
開
如
掌
｡
孔
子
日
､
｢何
不
探
其
甲
車
､
引
而
奮
登
｡｣
子
路

引
之
､
投
手
什
於
地
､
乃
是
大
醍
魚
也
､
長
九
尺
錬
｡
孔
子
日
､
｢此
物
也
､
何
薦
来
哉
｡
吾
聞
物
老
則
群
精
依
之
､
因
衰
而
至
｡
此
其
来
也
､

豊
以
吾
遇
厄
絶
糧
､
従
者
病
乎
.
夫
六
畜
之
物
'
及
亀
蛇
魚
鷺
草
木
之
属
､
久
者
紳
皆
悪
依
､
能
馬
妖
怪
､
故
謂
之
五
酉
｡
五
酉
者
､
五
行
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之
方
'
皆
有
其
物
｡
酉
者
老
也
､
物
老
則
馬
怪
'
殺
之
則
己
､
夫
何
患
蔦
｡
或
者
天
之
未
喪
斯
文
'
以
是
繋
予
之
命
乎
｡
不
然
何
番
至
干
斯

也
｡｣
絃
歌
不
軽
｡
子
路
烹
之
､
其
味
滋
､
病
者
興
｡
明
日
遂
行
｡

孔
子
陳
に
厄
し
､
舘
中
に
絃
歌
す
｡
夜

l
人
あ
り
､
長
九
尺
錬
り
､
白
衣
高
冠
を
著
し
､
大
い
に
托
り
､
馨
は
左
右
を
動
か
す
｡
子
買
進

み
て
問
う
'
｢何
人
な
る
や
｣
と
｡
す
な
わ
ち
子
貢
を
提
げ
て
こ
れ
を
挟
む
｡
子
路
引
き
出
で
､
と
も
に
庭
に
戦
う
｡
頃
あ
る
も
未
だ
勝
た
ず
｡

孔
子
こ
れ
を
察
し
､
そ
の
甲
車
の
聞
時
々
に
開
-
こ
と
掌
の
如
き
を
見
る
｡
孔
子
冒
-
､
｢何
ぞ
そ
の
甲
車
を
探
り
､
引
き
て
奮
登
せ
ざ
る
や
｣

と
｡
子
路
こ
れ
を
引
け
ば
'
手
を
没
し
て
地
に
什
る
｡
す
な
わ
ち
大
醍
魚
な
り
｡
長
さ
九
尺
錬
り
｡
孔
子
日
く
､
｢此
の
物
や
､
何
す
れ
ぞ
乗

た
る
や
｡
吾
聞
-
に
物
老
い
れ
ば
則
ち
群
精
こ
れ
に
依
る
は
､
衰
う
に
困
り
て
至
る
な
り
と
｡
此
れ
そ
の
来
る
や
､
豊
に
吾
れ
厄
に
遇
い
糧

を
絶
ち
､
従
者
病
む
を
以
て
な
る
か
｡
そ
れ
六
畜
の
物
及
び
亀
蛇
魚
柴
草
木
の
魔
､
久
し
き
者
は
紳
み
な
潰
依
し
､
よ
-
妖
怪
と
な
る
､
故

に
こ
れ
を
五
酉
と
謂
う
｡
五
酉
な
る
者
は
五
行
の
方
､
嘗
そ
の
物
あ
り
｡
酉
は
老
な
り
｡
物
老
ゆ
れ
ば
則
ち
怪
と
な
る
｡
こ
れ
を
殺
せ
ば
則

ち
己
む
､
そ
れ
何
ぞ
こ
れ
を
患
わ
ん
｡
或
い
は
天
の
未
だ
斯
文
を
喪
さ
ず
､
こ
れ
を
以
て
予
の
命
を
繋
ぐ
か
｡
然
ら
ざ
れ
ば
何
す
れ
ぞ
斯
に

至
る
や
｣
と
｡
絃
歌
し
て
頼
ま
ず
｡
子
路
こ
れ
を
烹
る
｡
そ
の
味
滋
し
､
病
者
輿
-
｡
明
日
速
に
行
-
｡

『捜
紳
記
』
の
こ
の
記
述
は
'
『淡
海
記
』
に
比
べ
て
よ
り
整
理
さ
れ
､
か
つ
詳
細
で
は
あ
る
が
､
話
の
内
容
は
両
者
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
｡

こ
の
荒
唐
無
稽
な
話
は

『論
語
』
が
述
べ
る
陳
薬
の
厄
に
際
L
t
な
ぜ
孔
子
と
弟
子
は
飢
死
に
せ
ず
に
す
ん
だ
の
か
と
い
う
疑
問
に
封
す
る
説

明
に
な
っ
て
お
り
､
所
謂
志
怪
小
説
な
る
も
の
の
起
源
の
一
つ
が
､
『論
語
』
等
の
儒
教
経
典
の
解
樺
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
鮎
で
興
味
深

い
｡
も
し
こ
の
話
が

『捜
紳
記
』
に
採
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
､
『淡
海
記
』
の
記
述
内
容
が
元
来
中
国
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
､
お

そ
ら
-
大
い
に
疑
問
視
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
｡
そ
し
て
両
者
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
､
『淡
海
記
』
が

『捜
紳
記
』
も
し
-
は
さ
ら
に
そ
れ
を
潮
る

E3ウム

中
国
の
な
ん
ら
か
の
原
資
料
を
､
日
本
で
-
ラ
イ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
一
般
に
昔
時
の
日
本
人
撰
述
の
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悌
敬
文
献
に
見
え
る
奇
異
な
内
容
の
記
述
が
'
決
し
て
日
本
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
-
､
原
接
は
中
国
に
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
｡

J今

『浮
名
玄
論
略
述
』
の
場
合
も
事
情
は
お
そ
ら
く
同
じ
で
あ
っ
て
､
な
ん
ら
か
の
中
国
文
願
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
か
､
あ
る
い
は
中
国
で
の
博
聞
を

加

記
述
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
安
富
で
あ
る
｡
た
だ
し
中
国
で
は
そ
の
原
資
料
が
す
で
に
亡
侠
し
た
か
'
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
単
な
る
口
頭
の

風
聞
に
と
ど
ま
り
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

な
お
先
の
引
用
の
後
半
に
つ
い
で
に
記
し
た

『論
語
』
子
竿
篇
に
封
す
る
鄭
玄
の
注
は
､
賓
は
何
妻
の

『論
語
集
解
』
に
包
成
の
注
と
し
て

引
-
も
の
と
同
文
で
あ
る
｡
た
だ

『論
語
集
解
』
で
は
弟
子
の
名
を
顔
魁
と
す
る
の
を

『中
論
疏
記
』
の
方
は
魁
額
に
作
る
が
､
こ
れ
は

『中

論
疏
記
』
の
書
寓
段
階
あ
る
い
は
翻
印
の
際
の
誤
記
で
あ
ろ
う
｡
周
知
の
如
-
､
『論
語
』
の
鄭
玄
注
は
早
-
に
散
供
し
'
現
在
で
は
敦
煙
で
聾

見
さ
れ
た
敷
種
の
寓
本
及
び
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
有
名
な
ト
天
寿
抄

『論
語
』
な
ど
に
よ
っ
て
部
分
的
に
知
り
う
る
の
み
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ

れ
ら
出
土
尊
兄
寓
本
の
鄭
玄
注
は
､
『論
語
集
解
』
で
は
往
々
に
し
て
孔
安
国
あ
る
い
は
包
威
の
注
と
重
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
､
唐
代

I,Tl]

す
で
に
こ
の
三
者
の
注
が
混
清
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
｡
と
す
れ
ば
､
『中
論
疏
記
』
の
鄭
玄
注
を
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
決
め
ら
れ
な

い
の
で
あ
っ
て
､
む
し
ろ
こ
の
一
候
を
包
成
で
は
な
-
鄭
玄
の
注
と
す
る
中
園
の
文
献
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
｡
『論
語
』

鄭
玄
注
輯
本
に
は
む
ろ
ん
こ
の
候
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
､
少
な
-
と
も
侠
文
に
準
ず
る
も
の
と
見
て
差
支
い
な
い
｡
こ
の
こ
と
も
こ
れ
ら
の

資
料
が
中
国
の
文
願
を
か
な
り
忠
賓
に
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
傍
謹
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
｡

六

『浮
名
玄
論
略
述
』
所
引
の

『侍
』
と
智
戒

以
上
､
『浮
名
玄
論
略
述
』
所
引
の

『博
』
に
見
え
る
北
周
及
び
陳
滅
亡
の
侍
説
と
そ
れ
に
附
随
す
る
陳
後
主
と
そ
の
子
の
詩
が
日
本
で
作
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
､
そ
の
原
接
が
中
園
に
あ
っ
た
と
す
る
筆
者
の
考
え
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
｡
も
し
こ
の
考
え
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
､
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で
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は

『浮
名
玄
論
略
述
』
の
撰
者
'
智
光
の
師

で
あ
る
智
戒
で
あ
る
｡
智
戒
は
入
唐
僧
で
あ
っ
た
｡
そ
の
侍
は

『懐
風
藻
』
に
見
え
る
｡

智
戒
師
者
､
俗
姓
禾
田
氏
｡
淡
海
希
世
追
撃
唐
図
､
時
呉
越
之
聞
有
高
撃
尼
､
法
師
就
尼
受
業
｡
六
七
年
中
､
学
業
穎
秀
｡
同
伴
僧
等
頗

有
忌
害
之
心
｡
法
師
察
之
､
計
全
躯
之
方
'
逐
被
髪
陽
狂
｡
奔
蕩
道
路
｡
密
寓
三
蔵
要
義
､
盛
以
木
簡
､
著
漆
秘
封
､
負
据
遊
行
｡
同
伴
軽

蔑
､
以
馬
鬼
狂
､
逐
不
薦
害
｡
太
后
天
皇
世
､
師
向
本
朝
｡
同
伴
登
陸
､
曝
涼
経
書
'
法
師
開
襟
封
風
日
､
我
亦
曝
涼
経
典
之
奥
義
､
衆
皆

噂
笑
､
以
鵠
妖
言
｡
臨
於
試
業
､
昇
座
敷
演
｡
節
義
峻
遠
'
音
詞
雅
震
｡
論
難
蜂
起
､
厳
封
如
流
｡
皆
屈
服
莫
不
驚
骸
｡
帝
嘉
之
'
拝
僧
正
｡

時
年
七
十
三
｡

あ
わ

た

智
戒
師
は
俗
姓

禾

田

氏
｡
淡
海
帝
の
世
に
唐
園
に
道
学
さ
る
｡
時
に
呉
越
の
閲
に
高
撃
の
尼
あ
り
､
法
師
尼
に
就
き
て
業
を
受
-
｡
六
七

年
の
中
に
学
業
穎
秀
た
り
｡
同
伴
の
僧
等
､
頗
る
忌
害
の
心
あ
り
｡
法
師
察
し
て
躯
を
全
-
せ
ん
方
を
計
り
､
速
に
被
髪
陽
狂
L
t
道
路
に

奔
蕩
す
｡
密
か
に
三
蔵
の
要
義
を
駕
L
t
盛
る
に
木
簡
を
以
て
し
､
漆
を
著
け
て
秘
封
し
､
負
据
遊
行
す
｡
同
伴
軽
蔑
し
､
以
て
鬼
狂
と
な

し
'
速
に
害
を
な
さ
ず
｡
太
后
天
皇
の
世
に
､
師
本
朝
に
向
う
｡
同
伴
陸
に
登
り
､
経
書
を
曝
涼
す
｡
法
師
襟
を
開
き
風
に
封
し
て
日
く
､

｢我
も
ま
た
経
典
の
奥
義
を
曝
涼
す
｣
と
｡
衆
み
な
噂
笑
し
､
以
て
妖
言
と
な
す
｡
試
業
に
臨
み
座
に
昇
り
て
敷
演
す
る
に
､
解
義
峻
遠
に
し

て
音
詞
雅
麗
､
論
は
蜂
起
す
る
と
い
え
ど
も
､
魔
封
流
る
る
が
如
し
｡
み
な
屈
服
し
驚
験
せ
ざ
る
な
し
｡
帝
こ
れ
を
嘉
と
し
僧
正
に
拝
す
｡

時
に
歳
七
十
三
｡

智
戒
が
い
つ
入
居
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
淡
海
帝
す
な
わ
ち
天
智
天
皇
の
時
と
言
え
ば
､
天
智
四
年

(六
六
五
)
の
第
五
回
あ
る
い

(22)

は
天
智
八
年

(六
六
九
)
の
第
七
回
の
遣
唐
使
に
随
伴
し
て
で
あ
っ
た
ろ
う
｡
第
六
回
の
遣
唐
使
は
唐
に
至

っ
て
い
な

い
｡

こ
の
頃
'
唐
は
高
宗

205
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の
世
､
陳
朝
滅
亡
に
ま
つ
わ
る
侍
説
は
い
ま
だ
語
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
､
裳
矩
の

『開
業
卒
陳
記
』
も
す
で
に
流
布
し
て
い
た
は
ず
で
あ

.c

る
｡
し
か
も
智
戒
は
､
呉
越
の
地
の
高
撃
の
尼
に
つ
い
て
六
七
年
も
勉
学
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
呉
越
の
地
は
言
う
ま
で
も
な
く
陳
の
故
地

即

で
あ
る
｡
後
主
に
関
す
る
侍
説
が
他
の
地
よ
り
も
熱
心
に
語
ら
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
｡
そ
し
て
尼
と
い
う
身
分
は
､
そ
の
よ
う
な
世
閲
の
風

聞
､
侍
説
を
語
り
侍
え
る
に
は
き
わ
め
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
ら
に
智
戒
は

1
般
の
僧
と
は
よ
ほ
ど
性
行
の
異
な
る
人
物
で
あ

っ
た
｡
髪
を
の
ば
し
狂
人
を
よ
そ
お
っ
て
各
地
を
遊
行
し
た
と
す
れ
ば
､

ふ
つ
う
の
学
僧
で
は
知
り
え
な
い
唐
紅
合
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
俗
的
側
面
に
解
れ
る
機
合
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡
し
か
も
彼
は
聴
明
で
記
憶
力

に
秀
で
て
い
た
ら
し
い
｡

『懐
風
藻
』
の
語
る
智
戒
の
人
物
像
か
ら
考
え
る
と
､
彼
が
呉
越
の
地
に
お
い
て
､
あ
る
い
は
尼
を
通
じ
て
あ
る
い
は
遊
行
の
道
中
で
､
陳
後

主
な
ど
に
関
す
る
嘗
時
の
侍
説
及
び
詩
を
聞
-
か
'
そ
れ
に
つ
い
て
の
文
献
を
入
手
し
､
日
本
に
も
た
ら
し
た
可
能
性
は
､
む
ろ
ん
想
像
の
域

を
出
な
い
が
､
大
い
に
あ
り
そ
う
な
こ
と
と
思
え
る
の
で
あ
る
｡
『浮
名
玄
論
略
述
』
に
引
か
れ
た

『侍
』
は
'
智
戒
が
唐
土
で
の
博
聞
を
自
ら

記
録
し
た
か
､
も
し
-
は
唐
か
ら
も
ち
か
え
っ
た
文
献
を
リ
ラ
イ
ト
し
て
'
弟
子
の
智
光
に
侍
え
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

七

陳
後
壬

｢臨
行
詩
｣
と
大
津
皇
子

｢臨
終

一
絶
｣

さ
て

『浮
名
玄
論
略
述
』
の
侍
誼
と
詩
が
中
国
で
出
来
､
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
と
､
次
は
い
よ
い
よ
最
後
に
陳
後
壬
の
詩

と
大
津
皇
子
の
詩
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
｡
す
で
に
述
べ
た
如
-
､
両
者
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
井
存
し
て
い
た
の
で
あ
り
､
時
間
的
前
後
関
係

を
外
的
候
件
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
し
た
が
っ
て
残
さ
れ
た
方
法
と
し
て
は
'
両
者
の
表
現
の
相
違
を
比
較
検
討
す
る

以
外
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡
そ
こ
で
繭
詩
を
次
に
も
う

一
度
示
す
こ
と
に
す
る
｡
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陳
後
壬
詩

鼓
馨
推
(推
)命
役
(短
?
)､
日
光
向
西
斜
｡
黄
泉
無
客
王
､
今
夜
向
誰
家
｡

大
津
皇
子
詩

金
烏
臨
西
合
､
鼓
馨
催
短
命
｡
泉
路
無
寅
壬
'
此
夕
誰
家
向
｡

1T
7)

大
津
皇
子
詩
の
末
句
の

｢誰
｣
は

一
に

｢離
｣
に
作
る

が

'

前
稿
で
述
べ
た
如
-
'
こ
れ
が
字
形
の
類
似
に
よ
っ
て
日
本
語
的
な
語
順
を
改

め
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
､

一
連
の
臨
刑
詩
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
､
原
作
は

｢誰
｣
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
｡

ま
ず
両
者
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
叙
述
の
順
序
で
あ
り
､
こ
れ
に
つ
い
て
は
陳
後
王
詩
は
他
の
臨
刑
詩
と
共
通
し
て
お
り
､
大
津
皇
子
詩
は

孤
立
し
て
い
る
｡
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
､
大
津
皇
子
詩
の
末
句
は
中
国
語
と
し
て
は
不
自
然
な
語
順
に
な
っ
て
お
り
､
そ
れ
は
ま
た
押
韻
字

の
相
違
に
も
影
響
し
て
い
る
｡
大
津
皇
子
詩
の

｢命
｣
｢向
｣
の
二
字
が
､
少
な
-
と
も
作
者
の
意
識
に
お
い
て
は
韻
を
踏
む
と
考
え
ら
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
'
や
は
り
前
稿
で
述
べ
た
｡
た
だ
こ
の
よ
う
な
中
古
音
の
曾
梗
摸

(⊥
n
g
)
と
江
宕
掻

(･ang
)
が
押
韻
す
る
例
が
､
『懐
風

藻
』
に
は
他
に
も
あ
る
事
案
を
こ
こ
で
補
っ
て
お
き
た
い
｡
そ
れ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
智
戒
の
｢秋
日
言
志
｣
詩
に
お
け
る
｢情

･
聾

･
驚
｣
と

｢芳
｣

(24)

の
押
韻
､
お
よ
び
智
戒
の
す
ぐ
後
に
作
品
が
配
列
さ
れ
る
葛
野
王
の

｢春
日
翫
鷺
梅
｣
詩
で
の

｢馨

･
情
｣
と

｢陽

･
腸
｣
の
押
韻
で
あ
る
｡

大
津
皇
子
の
詩
は
賓
は
智
戒
の
す
ぐ
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
､

こ
の
三
人
の
詩
に
同
じ
よ
う
な
押
韻
現
象
が
見
え
る
こ
と
は
､

『懐
風

藻
』
初
期
の
詩
人
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
や
や
古
め
か
し
い
語
音
牒
系
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
大

津
皇
子
詩
の

｢命
｣
と

｢向
｣
は
他
の
二
例
と
ち
が
っ
て
L<
馨
で
あ
り
､
こ
れ
が
破
格
の
押
韻
で
あ
る
こ
と
に
蟹
り
は
な
い
｡

繭
詩
を
比
較
し
て
次
に
気
が
つ
く
鮎
は
'
語
嚢
の
相
違
で
あ
ろ
う
｡
繭
詩
の
閲
で
は
､
｢
日
光
-
金
烏
｣
｢責
泉
-
泉
路
｣
｢客
主
-
賓
主
｣
｢今

2(フ7



東 方 学 報

夜
-
此
夕
｣
の
如
-
､
同
じ
事
が
ら
を
意
味
す
る
別
の
語
嚢
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
陳
後
主
詩
の
語
嚢
が
ど
れ
も
平
易
な
日

常
語
で
あ
る
の
に
封
し
て
､
大
津
皇
子
詩
が
用
い
た
の
は
や
や
ひ
ね
っ
た
詩
的
な
言
語
で
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
中
で
も

｢客

主
｣
と

｢賢
壬
｣
は
､
前
稿
で
も
腐
れ
た
が
'
本
稿
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
｡

｢客
主
｣
と

｢賓
主
｣
は
と
も
に

｢賓
客
と
主
人
｣
を
第

一
義
的
に
意
味
し
よ
う
｡
し
か
し
こ
の
場
合
､
こ
の
第

一
義
的
な
意
味
は
明
ら
か
に

相
鷹
し
-
な
い
｡
な
ぜ
な
ら
も
し
葺
泉
へ
の
道
に
､
主
人
は
と
も
か
-
客
す
な
わ
ち
死
者
が
い
な
い
の
な
ら
ば
'
｢今
夜

(此
夕
)
誰
が
家
に
向
わ

ん
｣
と
い
う
本
句
は
主
語
を
失
い
､
こ
の
詩
全
健
が
ナ
ン
セ
ン
ス
に
お
ち
入
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て

｢客
壬
｣
に
し
ろ

｢寅

壬
｣
に
し
ろ
､
こ
こ
で
は
賓
客
を
も
て
な
す
主
人
と
い
う
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

と
こ
ろ
で
客
主
に
は
､
『三
国
志

･
魂
志
』
巷
七

｢呂
布
侍
｣
の
許
氾
の
せ
り
ふ
に
､
｢昔
乱
に
遭
い
下
郡
を
過
り
元
龍
を
見
る
に
､
元
龍
は

客
壬
の
意
な
-
'
久
し
-
相
と
も
に
語
ら
ず
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
｢客
主
｣
と
言
い
な
が
ら
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

｢主
｣
に
重
き
を
置
い
た
用
法

が
あ
る
｡
右
の

｢客
王
の
意
｣
と
は
ま
さ
に

｢客
を
も
て
な
す
主
人
の
気
も
ち
｣
を
意
味
し
よ
う
｡
し
か
る
に

｢寅
王
｣
の
方
に
は
'
そ
の
よ

う
な
意
味
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
｡

そ
も
そ
も

｢異
同
｣
｢是
非
｣
の
よ
う
に
封
立
す
る
二
語
の
組
合
せ
が
ど
ち
ら
か

一
方
の
み
を
意
味
す
る
偏
指
的
用
法
は
口
語
に
こ
そ
生
ま
れ

や
す
い
で
あ
ろ
う
｡
｢客
主
｣
は
ふ
つ
う
の
日
常
語
で
あ
る
が
､
賓
王
は
『躍
記
』
な
ど
の
経
書
に
典
壕
を
も
つ
古
典
語
で
あ
り
詩
語
で
あ
っ
た
｡

現
に
索
引
類
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
検
索
を
試
み
て
み
る
と
､
六
朝
隔
唐
の
詩
に

｢賓
主
｣
は
頻
出
す
る
が
'
｢客
壬
｣
は

一
例
も
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
｡
｢客
主
｣
は
明
ら
か
に
詩
語
で
は
な
い
｡
ま
た
､
｢客
｣
に
は
旅
人
の
意
味
が
あ
る
が
､
｢寅
｣
に
は
な
-
､
そ
の

鮎
で
も

｢寅
王
｣
は
こ
の
詩
に
相
厳
し
-
な
い
｡

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
は
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
'
だ
れ
か
が
陳
後
壬
詩
の
語
嚢
を
よ
り
詩
語
と
し
て
相
厳
し
い
同
義
語
に
入
れ
替

え
､
か
つ
叙
述
の
順
序
や
語
順
を
組
み
替
え
た
と
い
う
事
賓
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
結
果
で
き
あ
が
っ
た
大
津
皇
子
詩
は
､
や
や
無
理
の
あ
る
韻
を
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踏
む
こ
と
に
な
り
､
さ
ら
に

｢客
主
｣
と

｢寅
主
｣
の
意
味
の
相
違
に
気
づ
か
な
か
っ
た
改
作
者
の
不
注
意
に
よ
っ
て
､
い
わ
ば
馬
脚
を
露
す

こ
と
に
も
な
っ
た
｡
泉
路
に
寅
も
主
も
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
､
こ
の
詩
は
成
り
立
た
な
い
｡
(25)

す
な
わ
ち
厳
密
に
言
え
ば
'
大
津
皇
子

｢臨
終

一
艇
｣
詩
は
通
じ
な
い
詩
な
の
で
あ

る

｡

よ
し
や

『懐
風
藻
』
が
何
ら
か
の
ル
ー
ト
に
よ
っ

て
中
国
に
渡
り
､
中
国
の
文
人
の
目
に
と
ま
っ
た
と
し
て
も
､
こ
の
通
じ
な
い
し
か
も
奇
妙
な
押
韻
の
詩
の
影
響
の
も
と
に
､
五
代
の
江
馬
以

下
の
歴
代
の
臨
刑
詩
が
生
じ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
｡
｢臨
終

一
絶
｣
は
や
は
り
中
国
の
詩
を
も
と
に
改
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

で
は
だ
れ
が
何
の
目
的
で
こ
の
よ
う
な
改
作
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
だ
れ
が
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
智
戒
あ
る
い
は
淡

江
三
船
な
ど
を
想
定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
､
も
と
よ
り
推
測
の
域
を
出
な
い
｡
ま
し
て
そ
の
目
的
に
至
っ
て
は
､
推
測
を
も
越
え
る
問
題

で
あ
る
｡

大津皇子 ｢臨終-絶｣と陳後壬 ｢臨行詩｣

T甘T T T T T注_J＼J) ) ) ) )
小
島
憲
之

『高
菜
以
前
-

上
代
人
の
表
現
』
(岩
波
書
店

一
九
八
六
)
第
三

辛
.
潰
政
博
司

『
H
中
朝
の
比
較
文
学
研
究
』
(和
泉
書
院

一
九
八
九
)
第
二
郡

｢大
津
皇
子
臨
終
詩
と
金
型
嘆

･
成
三
間
-

日
中
朝
の
臨
刑
詩
の
系
譜
｣､
同

｢大
津
皇
子
臨
終
詩
群
の
解
搾
｣
(『和
漢
比
較
文
学
叢
書
』
第
九
金
､
『常
葉
集
と

漢
文
学
』
汲
古
書
院

一
九
九
三
)0

金
文
京

｢責
泉
の
宿
-

臨
刑
詩
の
系
譜
と
そ
の
背
景
｣
(『興
膳
教
授
退
官
記
念

中
国
文
学
論
集
』
汲
古
書
院

二
〇
〇
〇
)0

『
日
本
大
蔵
経
』
方
等
部
章
疏
五

収
｡

清

･
宋
揮
元
輯

『儀
花
壷
叢
書
』
(光
緒
十
三
年
刊
)
収
｡

『古
本
戯
曲
叢
刊
』
第
四
集
収
｡

『景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
(墓
漕
商
務
印
書
館
)
第

1
二
三
筋
｡

鏡
南
揚
校
注

『永
楽
大
典
戯
文
三
種
校
注
』
(中
華
書
局

一
九
七
九
)
収
｡

1615141312 111098

『韓
国
歴
代
文
集
叢
書
』
44

(景
仁
文
化
敢

ソ
ウ
ル

一
九
九
三
)0

周
作
人

『苦
竹
雑
記
』
(上
海
良
友
国
書

一
九
三
六
)
収
｡

劉
百
閲
等
著

『中
日
文
化
論
集
』
(中
華
大
典
編
印
含

量
北

一
九
五
五
)｡

何
冠
彪

『戴
名
世
臨
刑
詩
粥
償
』
(『中
華
文
史
論
叢
』

l
九
八
三
-
三

中
華
書

局
)
に
引
用
｡

荏

(-
)
前
掲
論
文
｡

『
日
本
大
蔵
経
』
第
十
般
若
郡
章
疏

-
『大
日
本
俸
数
全
書
』
第
六
｡

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三

『寓
葉
集
』
一
(岩
波
書
店

一
九
五
五
)
の
注
参
照
｡

興
膳
宏

･
川
合
康
三
著

『惰
書
経
籍
志
詳
考
』
(汲
古
書
院

一
九
九
五
)
参
照
｡

｢留
水
｣
は

｢流
水
｣
す
な
わ
ち

｢流
水
帳
｣
(帳
簿
)
に
か
け
た
酒
落
｡
王
禿
才

は
帳
簿

つ
け
が
仕
事
で
あ
っ
た
｡

『大
正
大
蔵
経
』
N
o
.22550

注

(-
)
前
掲
書
｡
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(19
)

伊
藤
陸
幕

｢安
燈
の
引
用
せ
る
諸
法
稗
書
の
研
究
｣
(『駒
滞
大
草
係
数
学
部
論
集
』

巨 :

第
八
戟

一
九
七
七
)､
松
本
信
道

｢安
澄

『中
論
疏
記
』
所
引

『淡
海
記
』
逸
文

(覚
書
)｣
(『図
書
逸
文
研
究
』
第
十
六
戟

l
九
八
五
)
参
照
｡

江
紹
概
校
注

『捜
紳
記
』
(中
華
書
局

一
九
七
九
)
0

｢唐
景
龍
四
年
寓
本
論
語
鄭
氏
注
残
金
説
明
｣
(『考
古
』

一
九
七
二
～
二
)､
金
谷

治
編

『唐
抄
本
都
民
注
論
語
集
成
』
(平
凡
社

一
九
七
八
)
の

｢鄭
玄
と

『論

語
』｣
三

｢『郡
玄
注
論
語
』
に
関
す
る
問
題
｣
参
照
｡

(22
)

木
宮
泰
彦

『
日
華
文
化
交
流
史
』
(冨
山
房

一
九
五
五
)
第
二
章

｢遣
唐
使
｣
参

照
｡

(23
)

諸
本
の
う
ち

｢誰
｣
に
作
る
の
は
､
群
書
類
従
本
と
林
家
本
で
あ
る
｡
群
書
類
徳

本
と
他
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
､
山
岸
徳
卒

｢懐
風
藻
概
論
｣
(『上
代
日
本
文

学
講
座
』
第
四
巻

春
陽
堂

一
九
三
三
)､
足
立
伺
計

｢懐
風
藻
の
諸
本
｣
(『皇

学
館
史
学
』
創
刊
戟

昭
和
六
十

1
年
)､
沖
光
正

｢懐
風
藻
の
講
究
本
｣
(辰
巳

正
明
編

『懐
風
藻
-
漢
字
文
化
圏
の
中
の
日
本
古
代
漢
詩
』
笠
間
書
院

平
成

1

二
年
)
な
ど
参
照
｡
但
し
諸
家
の
見
解
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
｡
後
考
を
侯
つ
｡

(24
)
こ
の
他
'
中
臣
大
島

｢詠
狐
松
｣
は

｢明

･
天

･
柴

･
樫
｣
と
押
韻
し
て
お
り
､

｢天
｣
は
全
-
の
破
格
と
な
る
｡
問
題
の
第
四
句
は
'
｢貞
質
指
高
天
｣
で
あ
る
が
'

｢高
天
｣
は
あ
る
い
は

｢高
冥
｣
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
『後
漢
書
』
寮
監
侍
に
､
｢抗

志
高
冥
｣
と
あ
り
､
｢高
天
｣
と
同
義
､
か
つ
下
牛
部
の
字
形
が
似
る
｡
『懐
風
藻
』

の
押
韻
に
つ
い
て
は
'
吉
田
幸

一
｢懐
風
藻
の
押
韻
に
つ
い
て
｣
(『国
学
院
雅
語
』

第
四
三
巻

一
二
戟

･
同
第
四
四
巻

l
競

昭
和

一
二
･
十
三
年
)､
月
野
文
子

｢懐

風
藻
の
押
韻
-
韻
の
偏
り
の
意
味
す
る
も
の
｣
(『和
漢
比
較
文
学
叢
書
』
第
二
巻

汲
古
書
院

昭
和
六

一
年
)
'
黄
少
光

｢懐
風
藻
と
中
国
の
詩
律
撃
｣
(娃
23
前
掲

辰
巳
正
明
編
書
)
な
ど
参
照
｡

(25
)

た
だ
し
庸

･
丘
馬
の

｢尋
西
山
隠
者
不
遇
｣

詩
に

｢離
無
賓
主
意
'
頗
得
清
浄
理
｣

と
あ
り
'
｢賓
主
｣
を
主
人
の
意
に
用
い
た

例
が
'
全
-
な
い
わ
け
で
は
な
い
｡

本
研
究
は
､
共
同
研
究

｢文
献
と
情
報
｣
(班
長

勝
村
哲
也
)
の
報
告
で
あ
る
｡

210




